































































４日５：５６ 豊橋着。６：００ 豊橋発 駅弁（＠１００円）。７：４４ 中部天竜着、バス（２５００円）
で佐久間ダム見学。１０：２０ 中部天竜発。１５：０５ 辰野着。１５：２４ 辰野発。１５：５２ 上諏訪着、
ヤシカカメラ工場見学。ヤシカ～旅館バス（１０００円）。南湖荘泊（＠５００円）。


















































































































１３日８：００ 霧島温泉発。８：３０ 霧島神宮着、参拝。１１：１０ 袴腰着。熔岩道路経由。１１：２０
～１２：５０ バスのままフェリーで鹿児島桟橋着。１２：５５ 鹿児島桟橋発、１３：１０～１３：４０ 城山
公園見学。和服を召され風貌も西郷どんそっくりの名物老人（近傍の店主とも）の名解説に聞き
惚れ、“西郷”老の音頭で全員「桜島を吸い込む」（卒アル２）。１５：３０～１６：３０ 突端の長崎鼻
で開聞岳等望見。池田湖や道路と並行する鹿児島市電谷山線を車中撮影した。１８：００ 鹿児島着、
仲町「白水館」泊。
１４日８：３０ 鹿児島発。１２：００水俣着。途中、バスがトイレ休憩したのが国鉄阿久根駅前であっ
たため、これ幸い同好の小田忠文、岸、三宅正太郎の諸君と駅舎で撮った。同様な行動は阿蘇、
別府駅等でも行ったが、当時の我々の率直な感覚は堕落した観光バスに依らず「須く旅は鉄道に
依るべきであって、まず国鉄の駅で記念撮影しないと旅行した気分にならない」という“鉄道至
上主義”に基づく当然の作法であった。この発想を極限まで昇華させた快挙（愚行？）が４年後
鉄道に乗り続け車窓から鉄道観賞、たまに降り駅前記念撮影＆記念スタンプ押印なる日本一周鉄
道旅７）での一連の日課である。１２：３０ 水俣発。１５：３０～１６：００ 水前寺公園見学。１６：２０～１７：
２０ 熊本城見学。１７：３０ 熊本市桜井・司本店泊。
１５日８：３０ 熊本発。１１：３０ 阿蘇大観峯着。昼食場所が［写真ー３］の国鉄阿蘇（３６年３月坊
中を改称）駅近くで小田、清水政美両君と駅名のみ真新しいがレトロ感漂う駅舎で誇らしげに撮
影、念を入れホーム駅名標でも撮った。もちろん草千里で全員で撮ったのだが、後で我々だけの
絶景ポイントを見落とした仲間に「どや！この阿蘇駅で撮らんと阿蘇へ行ったことにならんで」
と当世風“写真映え”を自慢。１２：３０ 阿蘇大観峯発、１６：３０ 別府着、自由行動で国鉄別府駅
前で鈴間能成君らと例の記念撮影。前述の通り昭和３０年代の大手私鉄の帝国主義的植民地獲得競
写真－３ 阿蘇を訪れた証拠写真（昭和３７年１１月１５日小田忠文君撮影）
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争８）に興味津々の筆者は別府近鉄百貨店の大厦が周囲を睥睨する象徴的な姿を何枚も撮影、小田
君アルバムにも「近鉄マークの真ん中に別の字を配した」社紋入り広告が写っていた。１７：３０
別府港集合。１８：００ 別府港発。復路も同じ関汽「わかば丸」に乗り込み、１週間も御世話にな
った素敵なガイド嬢（小倉君談「ぞっこん惚れ込んだ奴がいましたよね…男子校の純真さでしょ
うか」）の紙テープでの見送りを受けて涙の出航。
１６日船内で朝食。９：００ 神戸中突堤着、解散。
６．与えられた観光デザインの解析
当時の教育旅行は昨今の課題探求型とは全く異なり、上から一方的に与えられた観光旅行であ
った。そこで当時当該旅行を主宰された側の意図・準拠した観光モデル等がどんなものかを一観
光研究者として解析してみたい。まず小学校の伊勢参宮は当地、当該校の定番コースであって、
当時の教員も型通り継承９）したにすぎないと思われる。しかし GHQが強く介入したはずの皇民
教育排除が、講和発効直後に早くも伊勢参宮復活という形で崩れ始めたのは興味深い。
次に中学校の伊豆箱根も定番に近いが、当時の東急（小田急を含め）VS西武の箱根山戦争期
において西武サイドの伊豆箱根鉄道１０）のバスに乗って、●印を付した同系拠点など西武版“ゴー
ルデン・コース”を忠実になぞる内容となっている。
高校の九州一周は別府港を起点に一週間以上亀の井バスに乗って創業者・油屋熊八の思い描い
た通り、地獄巡りを始め由布院に立寄り、阿蘇に登り、九州横断道路等を走り、案内嬢の名調子
に酔った推奨コース１１）そのものとなった。すでに部活で自立型観光１２）の味を知った筆者らは推奨
コースから外れて独自に見所探索に努めたことは前述の通りである。
最後に全員参加でなく自由参加型であったが、有志教員が呼びかけた中２社会見学旅行は定番
コースを外れ、飯田線、アプト式、草軽等かなり「趣味的」（栞２）な教育旅行であった。具体
的にどの恩師のご趣味を反映したかは不明ながら、筆者は立案教員の密かな意図にものの見事に
嵌められ、極論すれば一生涯の方向性１３）を当該旅行で浴びたレール際の鉄分の“放射能値”で決
定づけられたといっても過言でなかろう。教育旅行のもたらす効能（あるいは残留後遺症）たる
や真に恐るべしである。
むすび
昭和初期に油屋熊八の思い描いた観光デザインを数十年後に現実に享受出来たこと、小諸や鹿
児島で古老の今風ボランティア・ガイドの名演技に聞き惚れ往時を偲んだり、注記の如く観光・
鉄道領域でのその後の調査研究の契機を与えられたことなど、筆者が教育旅行の諸体験から頂い
た学恩にまずもって感謝申し上げたい。鉄道に興味を抱き始めた筆者ですら噂に聞いた華やかな
軽井沢の名所を一瞥せずアプト式見学との講釈の下、ただレールが３本並んだ殺風景を見るため
何十分も炎天下を歩かされた真夏の行軍を愚痴るのだから、一般生徒の拒否反応や推して知るべ
し。その後不思議な巡り合わせで同じ教員の立場となり、とりわけ本学では遠隔地との地域連携１４）
の一環で学生たちを煌びやかな都会を離れた草深い現地に因果を含めて誘う教務を担った身とし
て恩師の労苦は身に染みる。多忙の中で作成頂き配布された「旅の栞」の時々刻々の具体的記述
が、今回６０年前の微かな記憶を呼び戻す過酷な脳トレ作業にとって唯一の頼りとなった次第であ
る。また小学校時代の稀覯資料として文集『わかぐさ』各号がある。昭和２６年３月牧野先生が生
徒の作文指導に当たる文芸部担当の時、成果発表の場として最初は「薄っぺらなもの」１５）で創刊
されたものである。当時盛んだった「綴り方教室」の母校での実践例かと思われるが、文字通り
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の拙文が相当数収録され、お蔭ですっかり忘れていた当時の幼い心情が忽然として甦った。今回
多くの同級生に筆者の“卒論”査読を頼んだら物持ちの良さに感嘆されたが、単に“ゴミ屋敷症
候群”に過ぎぬ。唯楽しかった旅の追憶を残したい一心で数十年間廃棄を迫る内外の諸圧力に逆
らい愛蔵し続けられたのは奇跡に近い。
２５年間の教員生活を平成の終焉に１ヵ月先がけて終了するに際しここに一言懺悔しておく必要
がある。麗々しく教育旅行の意義を説いた身として恥しい限りだが、一度筆者は病欠、体調不良
でなく遠足を自発的にエスケープした前科がある。単なるズル休みならともかく、ことの真相は
良心的兵役拒否に近いだけに深刻である。３６年７月１日開園した奈良ドリームランドへおそらく
３６年１１月ころ高校１年の秋の遠足で訪れた際、かねて計画通りドリームランド鉄道の駅舎を兼ね
た入口でどさくさ紛れに入場せず、より教育効果があると信じ奈良市内の社寺を心ゆくまで参拝
した。そしてバスに乗車する集合時間間際にランド入口に舞い戻り、三々五々園内から出てくる
同級生の列に何食わぬ顔で紛れ込んだ。理由はランド経営者の松尾国三への根深い個人的反感に
起因する。彼の経営する観光企業は母校の小学校裏手に「芦山荘」なる“高級料亭”を営み、大
規模な温泉開発１６）に着手、念願のプールを寄付金を募ってやっとのことで竣工させたばかりの小
学校 PTA側と激しく対立した。小学生とはいえ筆者は深刻な対立の背景をほぼ理解し、教育環
境を破壊する横暴な観光資本に対する敵愾心に燃えた。悪名高き松尾が捏造した“俗化の極致”
奈良ドリームランドなど教育旅行の目的地たり得ずと強く信じ入園拒否した次第である。
しかし約５０年の歳月を経て逃亡した罪、隠し抜いた罪を贖うべき因果は巡り、時の恩師のご厚
情を欺いた咎めは我と我が身に厳しく祟った。即ち本学で観光経営論等を講ずるに当たり、我国
テーマパークの魁として奈良ドリームランドに言及せねばならず、また研究者としても奈良・京
都など古都をも大事なフィールドとする以上、時の知事が誘致した反面で「奈良の恥」とも囁か
れる同園の功罪判定を避けて通れなくなった。「しまった。あの時素直に入園しておれば…」と
悔やんでも後の祭り、当時の遠足で真前まで行ったのに、観光学徒として千載一遇の好機を自己
の頑な極まる偏見が災いし“長蛇”を逸した次第である。不思議にも同園で行楽体験した同級生
からは「バスで行ったことだけ覚えているが…」（犬塚君）程度の反応しかなかった。浦沢直樹
の『２０世紀少年』（昭和４５年の大阪万博に行けなかったことを隠すためについた嘘をテーマとし
た本格科学冒険漫画）ではないが、今回岸君から寄せられた「奈良のドリームランドなんかに行
った？記憶にありません」との感想通り、幸運にも行けた者の記憶は薄れても（筆者も密かに行
はんぱく
った肝心の奈良の社寺の名前はとんと失念）、行けなかった（筆者は反博派と同様な敢えて入園
拒否派だが）者の方はトラウマとなって永久に忘れないものかも知れない。その結果奈良ドリー
ムランドに関し開園当初を知らぬ浅学非才否曲学の徒ながら若干の恥知らずの考察１７）をモノにし
た。これこそ旅の研究者にとっての修学旅行等の記憶（欠落・不存在を含む）の効能（意図せざ
る効能）でもあろうか。
１）幸いなことに筆者には小学校４年の昭和３０年新宿に泊って、新日本観光経営のはとバスで絵画館、泉岳
寺等の名所や、建設中の丸の内線などを車窓から見た東京見物の数少ない経験があった。しかし当時配
布されたはとバスのパンフレットを後生大事に保存し、人生の大事件かの如く麗々しく小学校文集に「東
京見物」と題して寄稿したほどの出来事であった。（『わかぐさ』９号、３０年９月）。
２）教育旅行の第一次資料（新聞も筆者ら旅行者自身の直後の寄稿につき間接的伝聞に非ず）として以下を
愛蔵。栞１…『伊勢志摩の旅 修学旅行の栞 １９５７．１１．６～７』。卒アル１…卒業アルバム『思い出１９５８』
昭和３３年３月。栞２…『社会見学の旅 昭和３４年８月３日～７日』および「社会見学旅行 収支決算報
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告」、栞３…『昭和三十六年度修学旅行日程（伊豆・箱根・東京方面』。栞４…『高校卒業旅行の栞 昭
和３７年１１月８日（木）～１６日（金）』。卒アル２…『卒業アルバム １９６４』。アル A…筆者個人用アルバ
ム「立山ほか」。信濃…未定稿「信濃の旅」。箱根…紀行文、３６年５月１日灘高新聞（新聞部のボス・
畑好秀君から煽てられ寄稿）。池田…紀行文（同紙）。印南…紀行文（同紙）。併せて海外在住を含む同
級生諸兄からアルバム等の資料提供を頂戴出来た。
３）当時中学生の筆者には箱根山戦争直後の傷跡も生々しい現場を視察していながら、そこまでの深い事情
は判明せず。中学３年生らしからぬ内容と怪訝に思われるかも知れぬが、父親が定期購読していた経済
誌『財界』、特に三鬼陽之助主幹の私鉄トップ取材記事を読みあさっていた後遺症であろう。現在も観
光資本に興味を抱いて飯の種にしている訳で、６０年間の進歩が皆目ないのが恥ずかしい限り。
４）昭和３７年２月現在の時刻表で宇佐八幡発０９：５４ないし宇佐八幡着１０：３０の列車に遭遇可能性があった。
５）拙稿「湯布院・別府の観光開発の先駆者・小野駿一と油屋熊八」『滋賀大学産業共同研究センター報』
２号、平成１５年６月参照。
６）拙稿「海と山のリゾート開発並進と観光資本家の興亡－大正期の別府土地信託、別府観海寺土地を中心
に－」『彦根論叢』３８１号、平成２１年１１月参照。
７）拙稿「５０年前の日本一周の鉄道旅－現地調査旅行の再現可能性の検証－」『跡見学園女子大学マネジメ
ント学部紀要』２３号、平成２９年３月参照。
８）拙稿「大手私鉄による地方私鉄の系列化のあゆみ」『鉄道ピクトリアル』４１８号、昭和５８年６月参照。
９）前身の山手尋常小学校６年生は昭和１０年１０月１３日「参宮旅行」（「沿革年譜」『創立二十年誌』昭和２８年
１２月、P４４）に行き、昭和１１年４月赴任した岡本校長も「伊勢参宮に行つて」（二十年誌、P３０）と証言
する。戦時期の中断を経て遅くとも昭和２７年秋の小学校６年生の修学旅行の行先は「伊勢参宮…二見浦」
（『わかぐさ』５号、２８年３月、P３８）であり、翌２８年１０月１５日「秋、伊勢路の旅」（二十年誌、P９２）、
３０年秋も伊勢（『わかぐさ』１０号、３１年２月、P５５）であり、３１年も１１月７日～８日全く同一コースで伊
勢志摩を巡っている。（『わかぐさ』１１号、３２年２月、P７０）
１０）拙稿「明治・大正期の困窮私鉄再建と生保金融－豆相鉄道の資産継承会社の性格を中心に－」『彦根論
叢』２９８号、平成７年１１月参照。
１１）松田法子著、古城俊秀監修『絵はがきの別府 古城俊秀コレクションより』左右社、平成２４年参照。
１２）小田君のアルバムには鹿児島 NHK送信施設、長崎鼻灯台施設など、彼好みの独自立寄先が多数収録さ
れている。筆者らの部活旅行の中味は拙稿「立山・熊野・出羽三山への通過儀礼『初山駈け』の旅」『コ
ミュニケーション文化』１２号、平成３０年３月参照。
１３）このまま墓場まで持って行くことになりかねない持病“鉄道依存症”の元凶・草軽に関しては拙稿「北
軽井沢の観光デザイナー－草津軽便鉄道の構想を中心に－」『跡見学園女子大学観光マネジメント学科
紀要』４号、平成２６年３月参照。
１４）拙稿「観光コミュニティ学部に於ける学外実習と PBLー会津、長野県、長野原等での地域連携プロジ
ェクトを中心に－」『FDジャーナル』１７号、跡見学園女子大学、平成３０年３月参照。
１５）『わかぐさ』５号、昭和２８年３月、P２。
１６）拙稿「観光デザインとコミュニティデザイン－地方自治特別法下での“観光デザイナー”芦屋市の山地
開発構想の挫折－」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』１７号、平成２６年１月参照。
１７）「遊園地における虚構性の研究－観光社会学からみた奈良ドリームランドの「本物」「ニセモノ」論－」
『彦根論叢』４０４号、平成２７年６月参照。せめてもの罪ほろぼしに廃園後の廃墟の外周を幾度も訪れて
強者共の回向を心掛けた。
―９―
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